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東京湾産魚貝類の寄生虫について ゆ 5報)

イシガレイの寄生虫
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(目黒寄生虫館)

町田昌昭
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はしがき

日本沿岸のイシガレイの寄生虫相については報告が

少ない。それは寄生虫が得られなかったとい うよりは

剖検数が少なかったためである。このことは，今回113

尾の本魚を調べたところ寄生嬬虫類、6種と寄生性機関l

類 1種が得られた事から明らかである。これらの寄生

虫について報告する。

イシガレイ (Kareiusbicoloratus)について

東京て‘は東京消で‘獲れたイシガレイを最も美味な 点

のとして賞味している。近海性の定着魚で，平素は30

~ 40mの砂泥|氏に潜んでいるが 11 月以後 3 月 までの

産卵期には極めて浅い場所に移動する(応用動物事典

より)。貝類， 小エヒ類 (smallshrimps)，イワシな

どl底棲の動物を食す (SUEHIRO，1942)。

採集場所東京湾大貫， 川崎，富岡沖。

採集期間 1961 年 11 月 ~1965 年 9 月

調査個体数 113尾(体長 10.5~25 cm) 

発見された寄生虫の種類

吸虫類

( 1) Prosorhynchus aculeatus OOHNER， 1905 

(Metacercaria) 

( 2) Zoogonoides vivψarus (OLSSON， 1868) 

OOHNER， 1902 

( 3) Proctoeces maculatus (Looss， 1901) 

ODHNER， 1911 

(4) AρonU1"us rhinoρlagusiae Y AMAGUTI， i934 

( 5) Lecithaster confusus OOHNER， 1905 

線虫類

( 6) Cucullanellusρleuronectidis YAMAGUTI， 

1935 

寄生性検胸l類

( 7) Lepeo戸htheiruskareii YAMAGUTI， 1936 

( 1) Prosorhynchus aculeatu8 OOHNER， 

1905 (~etacercaria) 

寄生部位 銀

寄生率 6.2 9五(1/113)

被寄生魚 1 尾あたりの寄生数 1 ~ 8

鋭、をシ 7ーレ中にて水洗中に被裂していない本吸虫

イシカレイ Kareius bicoloralus 
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Table 1. Parasites of J(cl1'eius bicolomflts in Tokyo Bay (lCHIHARA et 01.) 

Name of parasites Habitat Inf. No. of parasites 

rate(9，6) per one infected 

fish 

TREMATODES 

Bucephalidae Prosorhync/ms aculeafllぷ Gill 6.2 1-8 

Zoogonidae Zoogolloides viviρan/s In testine 5.3 1-19 

Fellodistomidae P1"ocfoeces押wculaflls Intestine 3.5 1-6 

Hemiulidae Apomげ us1"hinoplag1tsia(' Stomach 0.89 

NEMATODE 

Cucullanidae 

PARASITIC COPEPODA 

Caligidae 

Lecithasfe1' cOl1fllSIIS 

Cucullal1ellusρlellJ汁

necfidis 

Lepeoρhfheirl/.s !mreii 

Intestine 

Intestine 

Body 

surface 

1.8 1-4 

39.8 1--18 

No. of examined fish: 113 (Nov.' 61-Sep.' 65) 

を発見したe 生きているときには灰白色，半透明で， 認められすべて円形であるもの，すべて不整型である

がJ鋳形を塁し，さかんに前半部叉は後半部を伸縮させ ものとがある 。 その数は 25~27 である 。 しかし問一

る。次に 709，6アノレコーノレでー固定し圧平後，マイヤー 虫体ではほぼ同じ形状である。排地t裂は細長い袋状で

のへマ トキシリンで染色をほどこ した虫体 9匹につい 右側にあり，長いものでは精巣に達する。議内には穎

て形態を述べる。体は長楕円形ないし鯨楕円形で体表 粒が存在する。子宮は未熟の状態と思、われる。卵は問、

はウロコ状の 小車IJで、おおわれる。体長は 0.92ー1.9 められない。

mm。最大巾は体前半部にあるときと体後半音fIにある P. aculeafusに近縁な種に P. uniρ01'US OZAKI， 

ときとあり 0.50-0.625mmである。しばしば体前端 1924 と P. magniovatus Y AMAGUTI， 1938の2;鹿

又は後端において他端よりも急に巾を減じている。体 がある。 P.uniρon/sは生殖孔と排惟孔が同一場所に

Iiii端に吻 (Anteriorsucker， rhynchus)がありJII1状 開口していることで，叉 P.刀zag附iovatusは咽頭が

で0.086-0.16xO.13-0.20mmと横巾が大きい。 体の後分4の lの部にあ りj揚の末端が体後半部にある

l吻にも全聞に刺を生じている。咽頭は体表隠よりやや ことで， それぞれ P.aculeatus とは異なっている。

り|込んで‘おり，円形で直径 0.11-0.14mmを算し，

体の前3分の 2の位置にある。P囚JiJ(につづいて食道が

ありこの周聞に濃染される組織がある。食道につづく

)協は分校せず前後に長い袋状で，その末端は体真中よ

りiiii方にある。精巣は円形又は楕円形で!揚の丙1MIJにめ

り対称の位置にある個体と右似IJの精巣が左側の精巣よ

り前方にある個体とが見られた。大きさは0.15-0.33

x 0.10-0.18 mmである。 陰茎裂は棒状でIIJl，j ll.t~の後

方左1l!1Jにありその長さ 0.27-0.41mm。 同褒内には

f目・状の 1111 折する J~r精裂と |主主茎を入れ，更らに陰茎をお

おう 生殖突起も含んで、いる 。 生町f(~誌はロー ト状であり，

生殖孔は休後端近かくの j仮面にある。卵巣は円形で

0.083xO.l0mmの直径を持ち右精巣の後方にありま→

1Jl1Jの精巣のがlに並ぶ位置にある 。 卵~I~巣は)j易末端の後

方にアーチ状に肱がり， 小胞状であるが形は例休差ヵ、

論議

Jjl~裂状態で発見されたが消化管からは得られず寄生

;;]5{立はエラに J~艮られている o

Jj見裂した理由としては宿主が湾からあげられて剖検

1時までに少なくとも数時間を経過しているこ と，叉本

吸虫が!従張しやすL 、こと，さらに総を水洗した4J~がJj見

張の原因になったと考えられる。従って自然状態では

被宣言していたと，思われるのでメタセノレカリヤとした。

P. aculeafusは日本では YAMAGUTI(1934， 1938) 

が伊勢湾と有明海のアナゴ (Congerm.yriasfe1")から

成虫を ， アナコYこ lif;t~.つれて いたノ、ゼの類 (Rhi110gobius 

sp.)の似及び仁l舵の結合組織に被裂しているメタセ

ノレカリヤを得ている。外国からは地中海，スエーデン

のタロアナゴ (Col1gervl/.1"ga1"is)，ガラパゴス諸島の
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ウツボの類 (Gymnothomxsp.)などから得られてい

る。

( 2) Z oogonoides viviparus (OLSSON， 1868) 

ODHNER， 1902 

寄生部位 !揚

寄生率 5.3 % (6/113) 

被寄生魚 1尾あたりの寄生数 1-19

113尾の うち 6尾の勝より計 27匹の本吸虫を採集

した。生きている時は黄赤色を呈するかs 又は黄色を

呈している。紡錘型の小さい吸虫である。次に 70% 
アノレコーノレで、固定し，圧平後マイヤーのへマトキシリ

ンで染色した 7個体に基ずいて形態、を述べる。補円形

で体長 0.94ー1.7mm 最大巾はほぼ休の真中にあり

0.25-0.43 mmである。全体表は小刺で、おおわれる。

口吸盤は休前端の!度面に位置し円形で0.11-0.16mm 

の直径を示めす。咽頭は円形に近かく直径 30-50μで

ある。j複1汲盤もまた丸く顕著で径 O.22._.0. 27 mmの大

きさを示めし，体の前 2分の lの位置又はこれよりや

や前方にある。j揚はI!友吸盤の前方で2叉しこれより後

方に達している。すなわち受精裂などの位置するあた

りで終る。精巣は体lltU方，腹吸盤の後縁部にあり，円

形もしくは楕円形で0.10-0.13x O. 090-0. 13mmの

大きさである。互に対称の位置を含める個体が7個体

のうち 5個体，ななめに位置するもの 7個体のうち 2

個体であっ た。 )復吸盤前方に位置する |陰茎裂は;jI~状で

中に撰護腺部とj貯精霊長を有している。Jl1'精裂は 2部に

分かれおのおの円形である。生殖孔は腸の 2叉するあ

たりの左官!IJのj仮面に防lらく。卵巣は円形で0.10-0.11

mmの径があり腹吸盤の背倶ijのやや後方にある。卵巣

の後縁に接して1コの円形の卵黄巣があり従 66.5μ

(1個体のみ計測)。卵巣と多分背J!皇方向に並んで 円

形の受精裂があり前者より小さい。卵は体の大きさに

比べて大きく楕円形で 66.5x 30-33. 2μ を算す。卵中

にミラ γジウムを認める。掛i世惑は観察されなかった。

7個体全部にヘマトキシリンに波染されるn野立が体
全体に存在している(図には休前端以外は省略してあ

る)。

論議

Z. viviPanes iこ関する OLSSON (1868)の記載で

は生殖孔は体のどちら側に開らくか不明である。しか

しその後の ODHNER，1902 らの記載では左に開らく

事を見ている (STUNKARD，1943)。叉 O:"SSON はl場

は腹吸盤後方までのびるとしているが ODHNER らは

腹吸般をこえることはないとし一致していない。今回

の虫体はOLSSONの記したごとく腸は腹吸盤より後方

に終る。Z.v.にきわめて近縁な穫に Z.laevis LIN. 

TON， 1943がある o これは生殖孔は右側に関口するほ

かはまったく Z.v.に一致するよう である。STUN.

KARD (1943)はZ.I.の形態と生活史を研究し OLSSON

の Z.v.の図は腹側より見たものとする LINTON の

説に賛成し Z.世.の生殖孔は右倶ijであろうとしてい
る。そして ODHNER らは OLSSON とは別の種を見て

いるのではないかとも述べている。更に Z.I.は Z.v.

の異名となろうが ODHNER らの材料を検討したう え

でなければ正しい推定とはならないと結んでいる。

著者らの虫体は ODHNER らの記載と)協の長さの点で

一致しないが，この!湯の末端の位置は卵などに邪魔さ

れて非常に見分けることが困難であったことから腸の

長さは彼らより OLSSON 記載の方が正しいのではな

いかと考えられる。以上よ りZ.v. と Z.I.とは別種

である。

日本海のプチャーチン防のイシカレイからも Z.vi

01ρω.usが得られている (ZHUKOV，1960)。外にイギ

リス産のツノガレイの類 (Plem.onectnsflesus， P. 

li1nanda及び Pρlatessa.) とネズッ ポの類 (Callio.

Jり'mu.slym)などからも得られている。

( 3) Proctoeces mαclllatlls (Looss， 1901) 

ODHNER (1911) 

寄生部位 )助

寄生率 3.5 % ('/'13) 

被寄生魚 1J毛あたりの寄生数 1~6

113尾のうち 4尾の腸より 11匹の成虫を得た。次に

riIi種と同様な処置をした4伯H本について形態を述べる。

体は橋円形に近かく長さ 2.7-4.3mm，最大11m:体

の真中よりやや前方のj阪吸盤の ところにあり 0.86

1.3mmである。口l汲盤は体前端のj腹側にあり普通の

形で0.39-0.60xO.41-0.60mmを計測すーる。Jl夏以

盤は Pediculeを伴う 。大きさ0.49-0.82x O. 52-1.1 

mm。前11咽liJ((Prepharhynx)はきわめて短かく ，II!~ 

頭は0.25-0.35xO.26-0.41 mm を算し長さ よりI1I

が大である。食道は短かく腸は腹吸盤より前方で分岐

しf*仰!方を後端までのびる。ほぼ円形の精巣(直後
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0.26-0.38mm)は腹吸盤と体末端との中間にななめ

に位置する。陰茎裂は俸状で腹l吸盤の背側にほぼ体の

前後方向に位置している。細長い摂護腺部と渦状をな

すJtl'精裂を含んでいる。陰茎をおおうように葉状の突

起が存在する。生殖孔は}揚の分岐するあたりの後方j阪

商にそい両性管を経て陰茎裂につらなる。卵巣は円形

で直径 0.22-0.26mmを有し精巣より前方にある。

卵黄巣は小胞状で卵，精巣部の両側面にある。子宮t主

体後部を占め，卵は長楕円形で 43.2-62.4x 20-30μ 

の大きさである。排他孔は体末端の腹側に位置する。

その周囲はヘマキシ リンに濃染される組織がある。羽|

地管はY字型で前精巣の後縁で分岐し前方にのび!湯の

分岐するあたりで背方に曲って終る。

論 議

PToctoeces属のうち P.maculatusとその近縁;顧と

の聞に分類上異論があり未だ定説はなL、(市原，1965)。

今回の虫体は卵の大きさは YAMAGUTI (1934)の

計ifllJ66-76 x 26 -34μより短かし、が，本種は卵の大き

さに変異性があるので (MANTERet al.， 1962) P. 

maculatusと同定した。日本近海では瀬戸内海のタ

イの類 (5paTusnUlcroceρhalus， 5. aries， Pagro-

somus aUTatus)コブダイ (5emicossyphus reticul-

αtus)キジハタ (Epineρhelusakaara)などから得ら

れている (YAMAGUTI，1934)。イシガレイ(主新宿主で、

ある。

(4) Aponll1'lls rhinoplaYllsiae 

寄生部位 "'， FI 

Y AMAGUTI， 1934 

寄生率 0.899杉 ('11心

被寄生魚 1尾あたりの寄生数 1

113毘のに|コ1尾の胃より 1個体の成虫を得た。本虫

イキを 709杉アノレコーノレで固定後圧平しマイヤーのヘマ

トキシリ γで染色した標本に基ずいて形態を述べる。

休は橋円形で体長1.7mm。体I-h(背JJfI方向)は版吸盤

の後方の受精裂の位置するところで 0.34mmである。

口吸盤は休前端の腹側にあり前後の長さ 0.31mmを

呈す。!度吸盤は体の真中より前方にあり直径0.25mm

を有している。前1I図liJlはみとめられず1I図頭は 50x 67μ 

(r!1は背腹方向以下同じ)。腸は体後端まで達する。精

巣はななめにつらなり楕円形で0.14x O. 10 mm  (後精

巣のみ計測)の大きさを示めし体のほぼ中央に位置し

そして腹閣にある。 貯精豪は 0.33x O. 094 mmである

が中央部が細くなっていて一見ヒョウタン形をしてい

る。位置は腹吸盤の前方背官UJである。卵巣は楕円形で

0.10xO.14 mmの大きさで後精巣の直後にある。後精

巣と卵巣の背似IJに位置する。ほぼ円形の受精裂は 0.2

xO.17mmの大きさである。卵巣の後方に7コの楕円

形を呈する卵黄巣が集まっている。卵は)li'[吸盤から体

末端までの全域に拡がっている。slJの大きさは 25-

30 x 10μ である。

論議

j~ J'i世器管と丙性管は観祭出来なかったが生殖器管の形，

位置， 大きさなどから A戸O抑制'US とし受精裂の大き

さ，位置から Aρonurus1'hinoPlagusiaeと同定した。

本主fiは YAMAGUTI (1934， 1938) により寓山湾のク

ロウシノシタ (Rhinoρlagusia jaρonica) フグの実質

(5戸heroidessp.)太平洋のシマウシノシタ (Zebias

zebrinns)アカシタビラメ (ATeliscusjoneri)から報

告されているが少くとも日本近海からは新宿主である。

( 5) Lecithaster confllslls ODHNER， 1905 

寄生部位 )揚

寄生率、 0.89% (2/113) 

被寄生f~t 1尾あたりの寄ー生数 1と4

113尾中2尾の!揚より計5匹の成虫を得た。官Ii種と

まったく同じ処置をした虫体のう ち主として良い姿勢

に固定，染色された個体について形態を述べる。休は

柄円形に近いが体前半部は間後半部に比し太く短かい。

体長は 1.3mm，最大巾は体の前4分の 2の部位にある。

その大きさは 0.45mm。休前端の)JI'!面に位置する口

吸盤は 0.11x 0.13 mmの大きさである。|咽頭は円形

で 80x 83μ の大きさである。 )JI'!吸総は最大巾を呈す

る位置にあり 円形で 0.20mmの直径を有す。精巣は

円if*に近く， )復吸盤の後にややななめに~なっている O

tr.の精巣が前にあり その大きさは左のものが 0.11x 

0.13 mm右の精巣は 0.11mm の直径である。長楕

円形の貯精裂は腹吸盤の右縁の背{HlJに古ii端は重さなっ

ており，末端は)阪吸盤より後方にある 。 ~Ilî性管襲は11悶

IJJtのうしろに位置し円形で直径 50μ である。卵巣は 4

事実に分かれて精巣の直後にあり長さ 0.19mm，巾

0.15 mm である。受精袈は卵巣の背側にあり橋円形

である。 0.15xO.050mmを計測した。

卵黄巣は卵巣のうしろに位置し7つありそれぞれほ
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ぼ円形をしている。

子宮は主に)阪吸盤から卵黄巣のやや後方までの体側

方にある。他の個体では卵が体全体に充満し，ために

生殖器管などほとんど検鋭出来なかった。卵の大きさ

は 17.5-21.8 x 14.3μ である。

論議

すでに報告されている 日本近海からの Lecithastcr

属の吸虫には L.slellalus Looss， 1907， L. salma-

nis YAMAGUTI， 1934の2積がある。 これらは L.

con.fususに近縁な程であるがこれらを今回の L.con-

fu.susと比較すると L.stellatus fi卵黄巣が調H長く

一部が卵巣の l段{HlJにあることで L.co吋usus と呉

なり L.salmonisは卵が 22-24x 14-16μ と大きい

点で異なっている。叉日本近海からは得られていない

が L.confusus iこ近縁なものにもう一種 L.giboslIs 

(RUDOLPHI， 1802) LUHE， 1901がある泊、これは卵が

23-26 x 15μ (MANTER， 1926)， 25-27 x 13μ (On 

HNER， 1905)と L.confususより大である。今度の

イシガレイからの L.confusus の精巣がややななめ

に位置しているがこれは本種の襟微に一致しないがこ

れだけて‘は別種とすることは適当でなL、と，思う 。

本種は地中海，北海，北米大西洋沿岸，ノミレンツifi}，

黒海に分布し，ni主となっている魚類(iオオカ ミウ
オ (Anωchias/uρus)カラフト シγ ャモ (Mallotlls

villosus)ニ γ ンの類 (Cluρeah削 官qus)などである

(SKR]ABIN el al.， 1954)。

( 6) C ltcltllanelllts plelt1'Onectidis 

Y AMAGUTI， 1935 

寄生部位 )場

寄生率 39.8% (15hI3) 

被寄生魚 1尾あたりの寄生数 1-18，

113尾のうち 45尾の腸からdtii:kfi:合計 113尾の成虫

を得た。

!i.fi; :体長 3.8ー 7.30101， 体1110.29-0.3901111体

後端は腹側に曲がる。頭端は背IIR:方向に長い精円形の

クチクラ性の冠状の組織があり中央に小歯状突起さ(('1'

う。 211司の側暦にはおのおの 3(I/，1の手LiiJlがある。体表

は約 15μ の厚さのクチタ ラにおおわれる。 食道(土長

さ 0.71-0.9001111で 前後両端部は111を喰し前端部の

巾は 0.19-0.220101 後端部の巾は 0.14-0.19111111

と前端部の方が巾広い。神経環は頑端より 0.32-0.3

901111のところにありほぼ食道前端部のふく らみのや

や後方に相当する。食道の末端には葉状の Appendix

があり)揚起始部に突出している。)阪側にある)揚官室長は

長さ 0.28-0.39111111である。頭部乳頭は休似IJ:nにあ

るが食道末端より前方にあるときと後方にあるときと

ゐる。すなわち食道末端より前方に位置する(1品体は10

個体のうら 3個体 (30%)，後方に位置する倒体は7

1間体 (709杉)である。体後方の体を腹側に曲げ始める

あたりに吸盤を有している。尾部乳頭は 11対を数え

る，最前方の一対は吸盤の直前にあり次の乳jjjlは吸盤

よりやや後方に第3番目の乳頭は 2番目のものと矧出

孔の中間にある。第4番目から第7番目までの乳頭は

i11)1叫しの周囲にある。第8対から第 11対は廃部にあ

り第8対と第 10対は他の乳頭より例!方にある。1MIり

イLの直後は乳房1状にl殴起しその先端は水道の蛇口状に

尾部に向うことが多い。交接刺は長さ等しく 0.68

0.9401m。品1)刺の長さは 33-35μ である。

iltik : t4i:より概して長く太く体後端はMi:のよう に11I1が

ることはない。体長 3.9-11mmで体1110.34-0.41 

111mである。

食道は 0.75-0.98mmの長さで巾は前端部が 0.16

-0.25mm後端部がO目13-0.22mmと141:におけるが

ごとく前端部の方が 巾が大きい。頭部先端か，ら 0.39

-0.41 mmのところに神経瑛がある。頭部乳頭は食

道末端より前方にある{間体と後方にある(ln1体とあるが

雌では前方に位置するものは 10(固体のう ち8個体

(809杉)であり後方にあるものは 10個体のう ち2W~ 

体(20%)である。陰門はおよそ 1.44対 1の比に体を

分ける位置にある3 子宮内の卵は 60-76x 36-43μ 

の大きさである。頭部先端におけるクチクラの冠状の

組織は/((iと同様である。

論 議

今回のイシガレイからの!主体は YAMAGUTI(1935， 

1941)の記載と比べると若干の相違が認められる。す

なわち頭端におけるクチタラの組織は YAMAGUTIの

記，1主にない。この組織は頭端よりはなれやすくこれが

認められない(1出i体があった。 叉 YAMAGUTI (1935) 

が|当示するより食道前端の巾及び[((1;における排地孔直

後の降起は顕著でめる。さらに頚部乳頭の位置はYA

MAGUTI (1938) は一般に食道末端より前方にあると

しているが，イシガレイからのi:Hの虫体において食道

末端より後方にある(li¥l体が多かった事は興味がある。
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( 7) Lepeophtheims kUl'eii YAMAGUTJ， 1936 

寄生部位 体表

寄生率について

剖検したイシガレイの うち体を洗わなかった 87尾

のなかで 25匹より計 67尾 (o.14♀. 53)の本楼

!肉類を得たのである。従っ て一応寄生率は 28.8% 

(2'(87 )となるが，調査するまでに宿主は 5~6 尾ずつ

一つの袋に入れられて来たので，その聞に虫が動かさ

れて他の宿主に代る可能性が充分考えられるのでこの

数字はあまり意味がない。

次に形態については得られた虫体をゲータ一氏液叉

はラ クトフ ェノーノレ液で透化して観察したところを述

ベる。

雌 体長(~Ji端から腹部後端ま で) 4.7-5.5 mmっ

背甲は円形に近く長さ 2.5← 3.1mm，最大巾は後半部

にあり 2.3-2.9mm である。背甲の背llt1J前方に一対

の|肢を有す。生殖節はほぼ四角形で前方は巾を徐々に

減ずる。大き さ1.7-2. Omm， 1復節は小さ く一節より

なる。長さは 0.27-0.30mm。尾肢はおのお・の 6本の

剛毛を有す。第一角rtl角は 2節よりなり第 2節は第一節

より小さ く長楕円形である。第 2削!角は先端に大きな

爪を有し，この爪の中ほどのJJ3:側に 1本の京IJを生じて

いる。基部後方には三角状の突起がある。 第 2触角の

ななめうしろにある小顎鈎はその基部に 2本の小車IJを

生じているつ大顎は正中線上にある口円錐の中にあり

刃状で小歯を生じている。 口円錐の後方に)}差板叉車IJ

(Furca)がある。小顎は口円錐のななめうしろにあり

2叉し焔状である。第 1¥顎)肉lは 3節よりなり第 2節と

第 3節の節界は不明瞭である c この節界の外似uに La.

末節には 6本の小剛毛がある，第 41肉lは単叉型で4節

よりなり末節先端に3本の剛毛と I本のきわめて短か

い刺がある。第 3節に3本の刺を有す。第 5)肉!と第 6

1関lfi生殖節の後縁にあり第 51聞は刺状て‘ある。第 61肉l

は第 5脚より発達しており側方に 1本先端に 2本の小

刺を有す。

剖i:， ~ti[ より 小さく 体長 (rtJi~怖か ら腹部後端) 2.7 

3.2mm。 背甲は 1.6-2.1mmの長さ最大rll1. 9 

2.0mmで雌のそれより丸味がある。

生殖節は 0.55-0.75x O. 62-0.68 mmである c 第

2触角の末端は 3叉しするどく終りこれより主主部に近

くl本の細長い刺がある。第 2触角の第2節の)j刻lliJに

4コの突起がある。小顎は 2本の突起とこれより短か

い l本の突起よりなる。小寺J!の基部前方には 3本の小

刺がある。第 1)肉lから第 4)肉l までは~liIと 同じである 。

第51掬lは雌より前方にあり似IJ方に4本の車IJを生 じている。

論 議

以上の形態は YAMAGUTl(1934) の記載 と一致し

ている。 YAMAGUTlは東京から送られて来たイ シガ

レイ，マコカレイ (Linumda)'011011仰 nae)よりの虫

体に基ずいて記載したものである。

両極のカレイ とも東京湾に普通であるので原記放の

産地は今回と同じであろう 。

他に Antovonoでとれた L ρpUl1ctatisima， Put. 

jatmoでとれたのシ ワイカナゴ (Hyρo戸tychusdybow. 

slli)タロカレイ (Lioρsettαobscara)， Lioning の

カナカシラ (Leかどiotl'iglamiC1ottera) マコガレイ

(Platichlhys bic:JloJ刀lus)から得られている(YAMA.

GUTI， 1963)。

考 察

rnela (YAMAGUTl， 1936)を有す。末節の先端には 2 我国の沿岸のインカレイについての'奇生嬬虫類の報

本の刺を有している。第 2顎仰は 2節よりなり末節に 告は宿主と して明示されたものはなくただ線虫類 Cuー

は大きな爪を有し爪の基部に刺を生じている。第 1腕 cullanelhtspleul'oneclidisが YAMAGUTl(1934， 19 

は単叉型である。第 1脚の第一3節には 3本む刺があり 38)により多くの Flatfishesから得られている とさ

このうち 2本は先端が 2叉している。この他に l本の れているのでこの中にイシガレイも含まれている可能

剛毛と 3本のこれより長い剛毛を有す。叉第 1節の先 性がある程度である。

端に 1本の短かい刺を有す。第 2)凶!と第 3)肉lは 2叉型 E. V. ZHUKOV (1960)は日本海のプチャーチン島

である。第 2腕l外|伎の第 1節，第 2節には剛毛と刺を (Putjatin Island)のイ γカレイ (14尾)の寄生嬬虫

1本ずつ，第3節には 2本の京1Jと6本の剛毛を有すコ 類について Table2に示した如く報告している。 こ

第 2脚内肢の第 l節に 1本の，第 2節には 2本の，第 礼を見る と我々 の調査と共通の寄生虫は吸虫類 Zoog

3節には 6本の剛毛を有す。第 31肉lは短かく外肢は 3 onoides vivi戸arusだけである。 つまり東京湾産のイ

節，内肢は 2節よりなる O 外!J主主主部には大きな爪があ シカ、レイとは寄生虫相にかなり相違が認められる。こ

る。末節には3本の小刺と 5本の小剛毛がある。内絞 れはイシガレイが定着魚、である事と?幹事委な関係カ‘ある
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Table 2. Parasites of Km'eius bicoloratus in the Sea of Japan 

(Putjatin Island) (ZHUKOV， 1960) 

Name of parasites Habitat Inf No. of parasit. 

rate(%) per one infected 

日sh

TREMATODES 

Bucephalidae Buceρhaloρsis gracilescens Intestine 57.1 4-123 

Zoogonidae Zoogo附 desviviρarus In testine 57.1 1-37 

Allocreadiidae Helicometl'ina azumae Intestine 57.1 1-211 

Hemiuridae Genolinea anura Stomach 14.3 1-2 

Tubelovesicula li町ibergi Stomach 42.8 5-10 

Brachyth.allus crenatus Stomach 50.0 3-25 

Derogenes varicus Stomach 21. 4 

CESTODE 

Scolex ρleuTOnecus 

ACANTOCEPHALA 

Echinorhynchidae Ech.inorhynchus gadi 

No. of examined: fish 14 

と恩オつれる。

稿を終るにあたりイ γガレイを採集，提供して下さ

った小河原氏，菅生氏に謝意を表します。
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Abbreviatons used in figures. 

十i図略字説明

腺

道

義

環

頭

刺

刺

起
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隆

吸

第

限

生
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第

第

第

卵

PPR : Pars prostatica 

ES : Esophagus 

IC : Intestinal caecum 
NR: Nerve ring 

P PapiIla 

SP: Spicula 

G : Gbernaculum 
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S Sucker 

lA : First antenna 

節

甲

脚
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起
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管
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V
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殖

茎

池
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附
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腸

腹

貯

精

卵

卵

受

卵

吻

初

生

生

陰

陰

排

黄

精

盤

表

巣

巣

巣

嚢

OS : Oral sucker 

PH: Pharynx 

HA : Hermaphroditic pouch 

IN : Intestine 

VS: Ventral sucker 

VSE : Vesicula seminalis 

T : Testis 

0: Ovary 

VIT : ViteIline gland 

RSE : Seminal reseptacIe 

E : Egg 

RH : Rhynchus 

EV : Excretory visicIe 

GPA: Genital papiIIa 

GS : Genital sinus 

C Cirrus 

CP : Cirrus pouch 

ET : Excretory tube 
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Prosorhyncus aculeatus ODHNER， 1905 

(Dorsal view) 

ZoogoJloides vivψa1US (OLSSON， 1869) 
ODHNER， 1902 (Ventral view) 
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VS-

VIT 

Procloeces maculalus (Loos， 1901) 

(Sublateral view) 

Aρonurus rhin.oρlaguisae YAMAGUTI， 1934 (Lateral view) 

IN 
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Lecithastel confusus ODHNER， 1905 

(Ventral view) 
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(PosteriOl・extremity)Cucullanellusρleuronectidis Y AMAGUTI， 1935 (合)



目黒寄生虫館月報 -13-

H i 

IC 

O.l "ll"'~ 

lG 

E S 

Lelうeoρhtheintskareii YAMAGUTI， 1936 

(Dorsal view) 

Cucullanellusρleuronectidis Y AMAGUTI， 1935 (♀) 
(Anterior extremity， lateral view) 
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小。
Leteotlitlieirus Iwreii YAMAGUTI 1936 (Dorsal view) 
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On the Parasites of Fishes and Shell-fishes in the Bay of 

Tokyo (No. 5) 

Parasites of Kαreius biωlorαtus (BASILEWSKY) 
Atsuo ICHIHARA， Kazuko KATO， ShunyaKAMEGAI， 

Satoru KAMEGAI & Haruto NONOBE 

(Meguro Parasitological Museum) 

Masaaki MACHIDA 

(Department of Zoology， National Science Museum， Tokyo) 

Summary 

Since 1961 an investigation on the parasites of marine fish ancl shell.fish obtainecl from the Bay 

of Tokyo has been macle in our museum. Previously the clescriptions on the parasites of Veneru仰S

(Amygdala)ρhili仲 inalum，iVfactra ve日erifonnis，Trachunls ja抑制cus，iVfytilus edulis， Hexagramos 

otalui， Callionymus fiagris， Mugil ce戸halus，A戸ogo日 lineatusancl Chaeturichtys hexanem were publishecl 

in the Monthly Report of the Meguro Parasitological Museum 

The present report cleals with the parasitic helminths ancl copepocla founcl from Kareius bicoloratus 

in the Bay of Tokyo. The number of examin巴clfish is 113. The periocl of collection is from Nove. 

mber 1961 to September 1965 

The parasitic helminths ancl copepocla founcl from those fish are as follows. 

Trematocla 

1) Prosorhy日chusaculeatus ODHNER， 1905 (Metacercaria) 

2) Zoogonoides viviρants (OLSSEN， 1868) ODHNER， 1902 

3) Procloeces maculalus (Looss， 1901) ODHNER， 1911 

4) Aρo河川'usI'hinotlagusiae YAMAGUTI， 1934 

5) Lecithaster confusus ODHNER， 1905 

Nematocla: 

6) Cucullanellusρleuronectidis YAMAGUTI， 1935 

Copepocla: 

7) LeJうeoρhtheiruslwreii YAMAGUTl， 1936 

The habitat， infection rate ancl the number of parasites of an incliviclual infectecl日share shown 

in table 1. The new informations on those parasites are as follows 

1) The testes of Lecithastel confusus are cliagonal. 

2) There is cuticular membrane elongatecl clorsoventrally on the heacl encl of Cucullanellusρleu. 

ronectidis. The cervical papillae lie in front of the posterior encl of the esophagus in 805ぢoffemale 

worms， but in 705杉ofmale one this organ lie behincl of the esophagus. 

3) Kal'eius bicoloratus is new host to Prosorhynchus aculeatus， Proctoeces 1'Iwculatus， Lecilhaslel 

confusus ancl Aρo河U1'J，tS rhinoρlaguisae in ]apan， 

The helminth fauna of same fish obtainecl from Putjatin Islancl in the Sea of ]apan was reportecl 

by E. V. ZHUKOV (1960). His report on those parasites are shown in Table 2. Only one species of 

the parasite is common to the both bays， i.e. Zoogonoides vivi戸arus.The cli任erenceof the kincl of 

parasites in both bays may be closely relatecl with the fact that the host is not the migration fish. 
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Ligulidaeの分類に関する Dr.DUBININIAよりの私信

Digra抑制。 のことについてその分野における権威者である Dr.M. Dubininaからい

ただいた手紙を紹介します。大変参考になると思いますので一一亀谷

Satoru Kamegai 

Executive Director， 

Meguro Parasitological Museum 

Tokyo 

Dear colleague， 

3Hll-1966. 

Leningrad 

1 send many thanks for Your reprints from Meguro Parasitological 

Museum. 

1 can give Y ou the very short answer on the q uestion regarding 

Digrammααlternans (RUD.) and D. interruρtα (RUD.) which You are 

interested. 

Ligulααlternαns RUD. 1810 has a singl巴 irregularrow of genital 

complexes (RUDOLPHI， 1810， Plate IX， figs. 2.3) and undoubtly is a 

synonym of L. intestinalis L 

CREPLIN (1839) made a mistake regarding L. alternans RUD. to be 

the beltworms with two elongated rows of genital complexes. This 

mistake was repeated by CHOLODKOVSKY (1916) because RUDOLPHI in 

his work put the name L. alternans some pages before the name L. 

interruρtαRUD. (=D. interruρta， with two regular rows of genital 

complexes)， that's why CHOLODKOVSKY considered the first species (D. 

alternans) to be the type species of the gei1us. 

You can find detailed description of synonymy of the species of 

family Ligulidae in my paper “Ligulidae of the Fauna of the USSR" ， 

which will be published at the end of 1966. 

With best regards， Yours M. Dubinina 

-15ー
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:寄生虫学遍路 ; (22) 〔遺稿j

中国遍歴

見学

( 1 ) 上海にて

書室監 吉田貞雄

9月 30日午後 311寺，一行を載せた上海丸が上海上車

頭に着くと， 同地における本学会の接待員上海日本医

師会長秋田氏，自然科学研究所水野氏を初め多数の出

迎を受け， 上海における宿舎の割当見学日程その他招

待状の配布等に誠に予期しない接待を受けた。その時

頂いた日程は次の通 りである。

l. 9月 30日午後 5時一 6時半，公使主催茶会

2. 10月1日午前，自然科学研究所参観，昼食，午

後レスター研究所参観， 上海見物，午後 5r時一7時共

同租界工部局，フ ランス総領事主催カクテノレパーティ

(キャセイ ・ホテノレ). 午後7時上海自然科学研究所，

上海医師有志主催晩餐会(杏花楼)。午後8時上海市

長呉欽城招宴(官邸)

3. 10月2日午前，戦跡見物，東南医学院参観。 正

午同医学院長主催午餐会(北四川路新亜ホテノレ)

4. 10月2日午後 11時，上海発南京へ

午後5時公使官邸において，有志公使のアッ トホー

ムが催された。官邸は上海郊外ともいうべき閑静な広

L、庭園の見える立派なものであった。当夜，来会のも

のは邦人の学会代表者をはじめその他有志，中国側か

らは市長の呉鉄城氏らであった。;fLは竹馬の友広l到外

相から公使に宛てた紹介状を持っていたので，特に懇

談することができた。

翌日午前自然科学研究所を見学した。同所は法組界

刑li若路とL、う郊外にあり，建物は約 300万円を費し 1

928年に起工し 1931年に竣工した最新式で，本邦内

地においても稀に見る荘大なもの，総坪数 2592坪で

ある。敷地は約2万坪，青いロー ンあり，クラブあり，

運動場あり，堂々たる所長官舎もある。同研究所は，

自然科学と医学との二部に分かれ，古ij者はさらに物理

化学 ・生物 ・地質の 4部門に分かれ，後は病理I!・細

菌 ・薬理の 3it部門に分かれている。然、し医学部では最

近衛生方面のことも研究するとのこと。我々 ・行は各

部を詳細に見学した。特に私は寄生虫部につd標本そ

の他目下研究されている事項につき詳査することを得

た。寄生虫は同所では病理部と衛生部とで研究され，

前者では主として揚述租氏(名古屋医大を卒業，東大

伝染病研究所で寄生虫専攻)がマンソン裂liJ[条虫と肥

大l汲虫の研究を行っていた。同氏は私もよく知ってい

る人で，学会後，私が蘇j十|杭州地方を旅行したとき案

内をしてくれたので、ある。後者即ち衛生方面では小宵

義孝氏が魚類の寄生虫を徹底的に研究する計画lをたて

着々進行しておられた。

午後は，英人の経営するへソ リーレスター研究所を

見学した。 同所は上海市内にあり，敷地は左税広くは

ないが建築の立派なのには驚いた。各室も広々とした

設計で建築用材の立派なことなど3 研究所とは忠われ

ぬ位。同所では特に寄ー生虫室を詳査したが，同室にア

ンドリウ氏という熱心な婦人研究者古川、て，寄生虫標

本の美事なのには一驚した。また試験動物の飼育場の

完備しているのは羨しい極みであった。

午後 51時からは， プログラムにある通り各団体の招

宴に接待されて，いす'れも同地一流のホテノレ叉は料亭

で丁重な歓待を受けた。

2日，朝の内は海軍土官の案内で主なる戦跡を巡視

し占、魂1向Jこ花輪を捧げてその英霊を弔い，更に工育を

駆って郊外の真茄にある国民政府司法部医学研究所を

参観した。同所は事変後最近に建設されたもので，中

国では法医学は医科大学所属でなく司法部内にある。

各地司法所から集められた珍しい材料が豊富に陳列さ

れてあった。所長の林幾氏の好意により玄関前で記念

撮影をした。

次に同方面にある東南医学院を訪れた。同院は敷地

は広大であるが，校舎は貧弱で約 350人を収容し男女

各々の寄宿舎が設けられている。本院は上海における

1I;r， ーの日木系の医学校で.f也の多くの医学校はいずれ

も欧米医学の流を汲み，指導者七欧米人か或は欧米に

儲学した中国人で‘ある。これに反し同院は創立者たる

院長は勿論教職員は殆んど全部が，かつて日本に留学

していた中国人で，教科書の如きも日本語である。特

に日本言語科を設けこれを督励している。従って日本医

学を尊重し，日本医学者を尊敬し日本医学書を渇望し

ている。半1¥院長をはじめ全教職員は我々一行を迎え，

或は恩師に逢った如く ‘或は良指導を得たるかの虫[1く，

或は知己の僚友を迎えたるが如く思ったであろう，優

遇いたらざるなくと言う有様であった。一応各所を参

観した後乞われるま まに一行を代表し，北大の今教援

が学生を一堂に集め， 一場の訓話をされたことは誠に

結構であった。本院は千葉医専を卒業された事lif奇元院
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長独力の経営で，病院は上海市内にあるが多くは施療

である。先年の上海事変の為多大の被害を蒙ったのに

同情し，一行は決議して何等かの方法をもって日本医

学書，雑誌を同学院に寄贈することを約した。夜は郭

院長の招宴に歓を尽し，午後 11時の南京行急行で上

海を去った。

( 2 ) 南京にて

4日午後3時から日程により中央衛生実験処，同病

院および市衛生試験所を見学した。衛生実験処は一部

分本学会の学術講演部の会場となっていた処で，最近

落成した立派な建物である。本処の目的とするところ

は(1)各項衛生実験及び研究機関の設置(2 )実地

工作の実験の推進(3 )技術員の訓練，の三つである。

また本処の研究は防疫検査系 ・化学薬物系 ・寄生虫学

系 ・環境衛生系・社会医事系 ・婦愛衛生系 ・工業衛生

系 ・生命統計系 ・衛生教育系の九部門に分かれ各々盛

に研究が進められている。

寄生虫学部において研究されている大要を見るに，

一名の主任‘二名の技師，三名の副技師，二名の技術

助手をもって組織され. (1)マラリアの予防及び治

療 (2)カラ ・アザーノレ (3)腸原虫の研究 (4)一

般寄生虫研究(5 )寄生虫研究員養成 (6)祈江省地

方の住血吸虫予防(7 )南京小学校児童寄生虫調査(8 ) 

南京近郊湯山寄生虫調査 (9)南京屠場の調査 (10)

南京市蝿の研究等極めて詳細にわたっている。このほ

か，地方衛生試験所の調査を援助することもある。秒~

えば，沙i江省立衛生試験所長ローゼ氏の日本住lUl吸虫

やJ1ili吸虫の研究に対し技術者を派遣して援助している。

本処に附属した中央病院は最新式の広大な病院で，

その頃落成したばかりで，未だ使用していない部分が

あって，学会に来た人々の宿泊に利用している処もあ

った。この建物の一部に大会附属の衛生展覧会が設置

されていた。これは，主として棋本屋 ・菜種屋・書籍

庖 ・医療.Rf{:械!苫等の商人の出品したものであった。 市

内見物して買物をする機会の少なかった我々 には，こ

の展覧会場の売l苫で多少の貨物をする便宜を得た。

( 3 ) 杭州にて

漢口から上海に帰ってから. 10月 17 日自然科学

研究所の楊述刷氏の案内で抗州に向い，午後 12時 30

分洪式円氏の経営する費1¥帝病研究所を見学した。同所

は洪氏の個人経営で広大なものではない。同氏はかつ

て独乙ハンフソレグの船員病熱'lH-病研究所で，寄生虫学

を修めた人で，マラリア病の研究をしている。叉流行

地に近い関係から肥大吸虫の研究も同所で行っている。

同吸虫の第一中間宿主の平巻貝や，第二中間宿主と も

見るべき水紅菱の標本を頂戴した。

次に省立衛生試験所を訪ねると，丁度呉光氏と屈蔭

傑氏がL、て肺吸虫のセノレカリアを見出したところで見

てくれと頼まれた。両氏は共に南京学余中にもしばし

ば逢ったのであるが，呉氏は日本に留学し私の所で研

究する筈であったのを変更して米国に留学しミツカン

大学のラノレー教授の下で研究した人であり，屈氏は米

国イリノイ大学に留学しウォード教授すこ師事した人で

共に私の旧知の友の様に忠、われた。叉同研究所では，

ローゼ教援が日本住血吸虫の研究をしていたので， 呉

氏の厚意により日本住血吸虫予防団 ・同虫患者 ・同病

流行地域等の写真や呉氏と屈氏の研究になる肺吸虫の

患者及び流行地，中間宿主になる蟹の採集 ・蟹の生食

風俗等の写真を入手することが出来た。

18日は午前中， 呉氏の案内で元湖大学を参観した。

同大学は元湖々畔の丘上にあるミッション大学で，米

人の経営で医学部はないが，生物学の教授のマーチ氏

は呉氏の知人で，その紹介で米国加州大学の卒業生で

あることが判った。それで私も加州大学でコフォィト

教援に世話になったことや，同教援夫妻が日本に来た

とき，各地を案内したこ となど話し合ったことも誠に

奇遇である。 尚，同教授は犬の食道から採集した珍し

い寄生虫をくれた。

元初lを南に行けば，紹興府粛山県で ・手Wiこ肥大吸虫
の流行革延地である。同地方では盛に水紅菱を裁培し

これを生食する風習があり，その住民は甚しきは 100

9杉本!汲虫に犯されているとのことである。叉， 一個の

菱の表面に多きは数万個の被装幼虫が|附着している。

中国には菱と蟹ーは非常に多く， これを生食する風習

が盛んである。 中国料理と言えば，一般によく煮沸す

る機に迎、うが 中国内地の民衆には生食者が多い

れは，肥大吸虫や11市吸虫患者の多い所以であろう c

(次号につづく )
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寄生虫などの与太話(その 2)

胎児寄生虫論

寄生ということは申と L、う生物が乙と L、う生物の体

のどこかに付着して栄養をとり，乙なる生物が多少と

も損害を受ける場合であるってなことが物の本に記さ

れてありますが，妊娠した母親はこれに当てはまるよ

うに思います。此頃はよい薬ができて悪阻も苦しくな

いとのことですが，私なんかは家内が最初lの子を苧ん

だ時獄烈なつわりで閉口したことがあり結婚なんかし

なき ゃよかったと思ったことがあります。その時下宿

の婆さんが古い土器の七輸をひっかし、てその粉を飲ま

せる とよいなどと教えてくれました。妊婦が備がわる

くなった りするのは胎児の骨格形成に Caがとられる

からだという話もありますが， }治児が段々大きくなる

と母親の格好なんてものは見られたものじゃありませ

んね 3 家111島のようにヨタヨタ歩いて居るのを見ると百

年の恋もさめてしまいます。これは上に記した寄生の

定義にあてはまるようですね。生みの苦しみは人間だ

けでなく牛馬なんかの家畜でも犬~Wiなんかでも相当苦

しいらしいですね。 自~t虫が卵を産む!侍に リ ズミカノレに

産むそうですが，苦んでいるのかどうかわかりません。

少くとも"111乳類で‘は胎児は寄生虫と言ってよ いでしょ

コa

肢の子は寄生虫なるべし母親に損害与え育ち行くな

り

福井玉夫

ありませんがよくもこんなにデフォルメしたものなだ

と感嘆するものがあり， 中には其~r*の面白さに思わず

l噴き出したものもあります。此他キンチヤクムシ類や

等IllIl類にも恐ろしく変形したのがありますし，他の動

物群中にも寄生生活に入ったため変形しているのが色

々見られます。寄生虫がその生態のため変形する事は

よく 知られた事実ですが実に面白いものです。

ピカソならすe寄生生活進み行けば虫はL、よいよデフ

オノレムし行く

寄生虫のばくち

寄生虫には限 りませんが或る人の名言に 「生物は総

て博打で生きている」というのがあります。寄生虫の

種類によって産卵数は勿論速いますが，とにかく 相当

沢山産むようです。劇団虫の雌は一日に25万から 30万

位産卵すると言われて居ますから，こんな~tif が 3 J~ も

小腸に居たら一日100万位な卵が産出されるわけです。

ですからスライ ドに一寸なすりつけただけでも簡単に

見出されるのです。他のものでは集卵しないと見出し

にく いのですが， とにかく沢山の卵から出る虫が終結

宿主まで辿りついて生を全うするのは緩めて少数でし

ょう 。これは寄生虫とは限らずれ山な種子や胞子を作

る縞物でも，沢山な卵を産む動物で、も同じことで鱈は

--11主何百万とか卵を産むとのことですがもし全部成長

したら世界の海は数年にして鱈で充満するでしょう 。

要するに恐ろしく無駄をしているわけで大|キれをやっ

寄生虫とデフォルマシオン ていることになります。考えて見ると人問、博打で生

絵画には御承知のよ うにオブジェを忠実に7fす写実 きているようなもので，第一私なら私という 1悩の人

的なものもありますが，画家の感じを表現するのに甚 聞が生れて来たのも恐ろ しく当りのわるいばくちに当

だしくデフ ォノレメ致しますa ピカソの絵などは私には ったようなものです。 1人の男が一生に放出する精子

何のことかわかりませんし此頃の画家の絵には理解し の数は天文学的数字ですし，女が一生に放出する卵細

にく いものが多く展覧会などへ行っても不愉快な場合 胞は比較にならぬ税少いと言っても 400か 500でしょ

が多いのです。ところで寄生虫もその生活に深入りし う。 1人の人間になる為には精子も卵子も lつずつて、

たものでは組先の形態から恐ろし くデフォノレメしたの よいわけですから箆体な無駄をしている博打です。生

が色々あります。私は寄生性機!肉類を特に専攻してい れてから ~!1(4打に育つのも， 此頃では幼縦悶か ら大学へ

るものではあ りませんが，採集してあったものを調べ 入るまでも，叉IllJを歩いていて落ちて来る看板や建築

るついでに諸先生方の報告を見ますと勿論同一障では 材や気違いのように走りまわる自動車に殺されないで
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いるのも t~T一種のノくクチ と言 っ て よい で し ょ う 。 凝 る水筒のような殺を1'1'~ . "1コにラッパムシの狽が入っ

愉 ・立証¥馬 ・花札 ・card・琳作 ・パチンコ ・宝くじなど ているのです。こんなものが 2つや3つついていても

数かぎりないバク チが行なわれて多数の人が夢中にな 害はないと思いますが，ひっしり兵隊のように並んで

っています。将棋や恭も一種のノくタ チだなんて言うと ついて屈ます。こうなると アナジャコの呼吸に恭子有

11とられるかもま:f1れませんが， 仙台の二高に居られた有 害じゃないかとも 思えます。こんなのは寄居か寄生か

名なニ1井晩翠先生の作歌に 「星落秋風五丈IJiUという はっきり しません。殆んど使いませんが Phoresisと

のがあります。広なんか中学生の頃隙んに歌ったもの L ヴ 術誌もありますがこれはギリ シャ諮の着ていると

ですが， I加山悲駄の風ふけて陣雲11者し五丈原Jからは 言う意味だと思いますがIlff'ある生物が他の生物の体を

じまり「治乱興亡おもをえば，世は ・局の慕なりけりJ A当ているだけのようなもので芽生生活に入る極くは

とLヴ 句がありま したが， 今j~1討 アジア の一部で悲惨 じめの状態じゃないかと思います。人間同志でも道楽

な戦が打ちつづき国際政局も混迷しているようですが， 息子で親を泣かせる奴は有害ですから寄生虫でし ょう

なんだか大きなパク チを打っているように思えます。 が，家計を別にして唯一所に棲んてー居る息子夫婦など

変なことを色々書いて しまいましたが， .flはパクチが は寄居か Phoresisでしょう 。生活費と学資を出して

大!ah、で子供の頃に 卜六ムサシや双六をやった位で;(，らっているかわりに， 1品!な時は大いに家の為に働く

切致しませんが考えて見ると 日日の生活がパタチのよ 息子や娘は共生々活と言えましょう。併し近頃のガキ

うな気がします。寄生虫と同じことです。寄生虫をJ采 共は殊に息子は口ばかり達者で、ゃれスキーだとかスケ

集するのもパクチのよ うです。カニの腹部につくフク ート だとか，エ レキだとか遊ぶことばか りやって親を

ロム'/や，北太平洋を悠々と泳ぐf!lの鱗のあたりにつ 枕かせるのは切らかに寄生虫ですから駆除した方がよ

いて，自分の休の何十倍も長い制lのような卵裂をゆら いと思います。 うっかり多額の保険でもつけて置くと

ゆらさせて居る Lψeoρhtlieiru.s sahno削 5 という寄 早く 宿主が死んだ方がよいなど，考えているのホある

生性機関i類などは外から見てすぐわかりますが， 内部 そうですからil+11刈はできません。本当の寄生虫は宿主

寄生虫はあけて見なければ居るか居ないかわからない を中々殺しません，宿主が死ねば自分も死にますから

のが普通です。大てい見出されますがまるでくじ引の じわじわと抑取するだけですc 徳川家康のよら しむべ

ようでパクチのような気もします。 し知らしむべからずの政策のようですね。(おわり)

寄生虫子は多く iMめど親虫になるはいくばく 生のl抱

けーごと

寄生・寄居 ・共生など

寄生 parasitism というのはTiiTに記したようにある

生物が他の生物の体について損害を与えるものと しま

すが， ただくっついているというだけで別に害を与え

ない場合によく寄居 commensalism と1'1"します。併

し此区別]ははっきり しないもので人間の判断によるの

ですから違 う場合もあり，叉普通明らかに寄生虫と言

われるものでも努居みたいな場合もあります。保菌者

とか (~~ .'1<.者 とか言って宿主の方はー 11'Jfi可 ともな いのが

あって等生生物だけーが生活の拠 りどころを得てのうの

うしている場合もあります。お互に利請を交換するの

は11通共生 symbiosis と言っていますが， これとて

も色々の場合があるで しょう 。険浜の金沢八景の海岸

てiiIjにはアナジャコが沢IUとれて漁!':rliはが]の飢にして

いましたが，この甲穀類の憾に 1事fiの有数lJR虫が符居

しています。.flは Vaginicolaro/nndaという名をつ

け て発表 して im~ きま したが， 丁度山張りなとーに持参す

A母
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アルゼンチン支部 iコルドパ便り

当館では，かねて厳早紀研究生がアノレゼンチンに移住のため赴

任した機会に支部を設け，資料採集を行うことにした。移住地の

寄生虫状況を知ることは極めて重要なことと考えるからである。

第 1 報

お見送りほんとうに有嫌う，感謝しております。船

とは実に楽しきものですね，毎日 30分ずつ時間を進

めたり，そうかとおもうと同じ日が2日あったり，被

があったりなかったり，私の様なものが毎 日スペイン

語を 3時間ずつ人に教えたり， FJよりドノレの方が大切

になってきたり， 日本では冬だというのに船ではラソ

ニングシャツ一枚で大丈夫だったり，風呂に入ればお

湯が海水で温からい，洋食をめったに食ったことのな

い奴が毎日フォ ークとナイフで食事をすることを覚え

たりするんですからね， では叉，皆さんお元気で。

(ぶらじる丸より)41. 1. 16. 

第 2 報

月報並びに辞書いただきました。

十年様ありがとうございます。速く雌れて 3 このよう

な手紙を手にしますと，ほのぼのと皆様の心が伝って

くるようでほんとうに姶しいものです。何度も何度も，

穴のあくほど読みかえしては諸先生の顔を想い浮べ感

謝しております。お菜を送って下さったとのこと厚く

お礼申し上げます。こ、迷惑を省みずお頼みしてしまい

申訳けありません。

私が日本を発ってもう半年，月日の流れの早いのに

今さらながら鴬かされます。

ここでの言葉(その様に呼べるものなら)も，ここ

の人達が惣像をたく ましく 聞いてくれますので通じて

きたようです。わからないところは日本語でベラベラ

すると通じるんですからおかしなものです。今頃

日本では私の好きな夏だというのに， ここアノレゼンチ

ンではドンヨリ曇った日の続く冬をむかえています。

日本では南の夙が吹けばl援かくなるのに，ここでは冷

たい風に変ります。それでも昼間は暖かいので少しも

ハエの減らないのにはウンザリです。ここのハエも日

本のものとは変りがないよ うに，思えるのですが人を刺

してそのあとが蚊ほどではありませんがカユミを残し

ます。

束、の住んでおりますこのコノレドパは忠、ったほどには

昆虫類や動物が少なく，オモシロ イ便りができないの

が残念です。同封の写真の動物はここではコマ ドヮレ

ーハーと呼ばれているもので，偶然につかまえること

ができたものです。大きさはネズミ{立のもので尾がネ

スミより長く，なんともL、L、ょうのない体臭(野菜ク

スのくさったような臭)をもっていますロ鶏を殺して

その血を吸うんだそうですが私はその現場をまだ見て

おりません。アノレゼンチンには割と少くパラグァイと

かボリビアに大変多いということです。写真がよくと

れておりませんので、 おわかりですか?

新聞の切ヌキは LaPlata Hochi (火木土の週 31m

発行)からのものです。

最近また日本政府が移民政策に力を入れるというこ

とを新聞で知り，現実にその実体を見ることが出来て

ソラオソロシクなり，このようなものを送るしだいて、

す。カノレアベ移住地はアノレゼンチンでは最も大きなも

のの一つですが，それが斯くの如しですから他はどん

なものかは想像がつくと忠、います。また同船者でパラ

クアイに渡った家族の人からの手紙も同封しましたが，

この手紙によっても，今の移住政策とい うものを根木

「内にあらためていかないかぎり棄民政策と呼ばれても

しかたがないと思います。

余り長くなりますのでこれで失礼して次便でくわし

く書こうと忠、いま-L アディオス ・セニヨーレス
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文献および標本の寄贈

1. 27 Review on Parasites in Korea一一一ChinTha 

cksoh， M. D.， rvi. Sc. 
1. 27 Sinai Hospital of Detroit--Purdue Univer. 

sity， U. S. A. 

2. 1 アラブ種馬の ミクロフィラ リヤ一一 目黒 ・:;JU二
征五郎氏

2. 4 Cercaria of the Trematode Family Hap-

loporidae ほか 27篇一一一R. M. CABLE， U. 

S. A. 

2. 7 ヤマドリの寄生虫1点一一鈴木俊子11氏

2. 9 沖縄本島久志村の寄生虫調査成績について(上)

ほか 6鱗一一琉球f桁生研究所，国吉真英氏

2. 13 人畜衛生上重要な寄生虫の中間宿主としての貝

類ほか7篇一一板垣博氏

2.19 Thiobendazole (MK-360)の駆虫効果に関する

研究(3 )錠剤および Pamoat錠の効果の比

較ほか6篇一一小宮義孝氏

2目26 Early Life History of the Deep-sea Smelt， 

Glossandon lemifasaa.tus. Part. 1.ほか

1篇一一瀬戸臨海実験所，西村三郎氏

3. 6 衛生 1， ]] ， 1964一一国吉真!J~氏

3.10 熱帯医学のありかた，ほか 16筋一一一新潟大学

大鶴正満氏

3.17 C叩 mussca.mmonほか 2点一一京大臨海笑験

所，西村三郎氏

3.21 フィラリア症の治療とくに集聞治療，ほか一 一

3.26 Distomes des Chaetognathesほか 17篇一一一

パリ博物館一一STUNKARD

鹿児島大学熱帯医学研究所， 福島英雄氏，

3.31 長崎大学風土病紀要 Vol.7， No. 4一一

長崎大学風土病研究所

3.31 遠賀川治岸におけるJI干吸虫症に関する研究一一一

久留米大学，岡部浩l4''-氏

4. 6 1Ij'j和 40年度 PCP尿素による!汗蛭中間宿主ヒ

メモノアラガイの殺11効果試験成績ほか3篇-
PCP尿素研究会

4. 7 日本医科大学雑誌 Vol32， No. 6一一日本医

科大学

4.14 Nematodes de Myriapodes du Congo Belge 

ほか 32篇一一Annalesde Parasitologie Hu-

maine et Comparee Extrait 

5. 4 中国 ・匹i園地方の寄ー生虫病，条虫症にかんする

二，三の問題ほか l篇 岡山大学，木原彊氏

5.13 The Control of Fasciolosisほか4篇一一

5.15 アタリノーノレ (Rivanol)による条虫駆除の拠

11呂ほか 3篇一一岡山大学，木原彊氏

実豆 -一=ロ，aqE
 

1. 18 延世大学医科大学教援蘇鋲卓博士来館

1. 27 市原・町田研究員資料収集のため真鶴へ出張。

2.12 麻布獣医科大学 ・板垣博博士ほか 3名見学のた

め来館

2.18 日本冷凍食品検査協会久保氏ほか 2名来館

3.11 横浜市大 ・松崎義周陣土来館

3.24 愛媛県衛生研究所長西国弘博士来館

3.30 ボーイスカウ ト64隊カプ年少隊見学のため来

館

4. 5 北大獣医学部山下次郎教援来館

4.11 東京都衛生局長目黒博士来館

抄読会

第 42回 (2月 12日)

1. Helminths and Evolution (Thomas W. CA-

M:::RON : Advances in Parasitology. Vol. 2， 

1964)の紹介 (その 4)一市原

2. Larvae and Larval Development of Mano-

geneas (1. LLEWELL YN)の紹介(その 1)一町

田

3. Cestodes of the Family Ligulidae and their 

Taxonomy (M. N. DUBININA)の紹介ー亀谷

第 43回(3月 19日)

1. Helminths and Evolution (Thomas W. CA-
MERON: Advances in Parasitology. Vol. 2， 

1964)の紹介(その 5) 市原

2. Larvae and Larval Development of Mono-

geneans (1. LLEWELLYN)の紹介(その 2)一

町田

m 44悶 (4月 26日)
1. Helminths and Evolution (Thomas W. CA" 
MERON: Advances in Parasitology. Vol. 2， 

1964)の紹介(その 6)一市原

2. 研究と発表Jの方法論一一野々部
第 45回 (5月 15日)

1日本寄生虫学総会に参加してー亀谷，市Jif
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表 紙: 資料紹介 タイノェ Rliexallel/averrucosa (SCHIOEDTE el MEINZRT) 

原 著:J:li[京湾産魚貝類の寄生虫について(第 5，{殺)

イシカレイの寄生虫

市原醇郎 ・加藤和子 ・ 亀谷俊也・亀谷了 ・ tl耳'々 l~iS 春1"7:

(目黒寄生虫館)

1H1田昌昭(国立科学博物館) 2 
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